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Ⅰ 教育理念 目的 

 

成蹊大学法科大学院 大学院法務研究科 成蹊教育 建学 理念 設立当初 中

い 人格 陶冶 を法 養成教育 い 理念 社会 対 深

い見識 び 法学 専門知識 正義 付い 法的倫理観を兼 備え 優秀 法 を世 送

出 社会を構築 いく一翼を担う を 法科大学院 設立目的 い  

法 養成教育 理念を実現 高度 実践能力を有 法 を養成

法理論 法実務を架橋 教育 問題解決能力及び法 倫理を修得さ 関連分

野 基礎的素養を涵養 を人材 養成 関 目的 い  

 

 

 

Ⅱ プロ 学位授与 方針  

 

  成蹊大学法科大学院 教育理念 目的 掲 人材 次 掲 知識 能力 資質

を備え 高度専門職業人 さわ い学生 法務博士 専門職 学位を授与  

 法的知識 基礎的７法分野※ 深い理解 加え 少 く 専門法分野 国

際関係法 倒産法 租税法 経 法 知的財産法 労働法 環境法 び 外

企業法務 い 基礎的知識を身 分野 必要十分 法 判

例 情報を迅 精確 調査  

   ※ 憲法 行 法 民法 商法 民事訴訟法 刑法 刑事訴訟法 

 専門的 法的知識や技能を実践的 活用 能力を備え 社会 生起

様々 事象 対 問題を発見 解決 能力を身 い  

 人 気持ちや痛 を理解 豊 人間性 深い洞察力を基礎 法 高

い倫理観を身 社会 多様 分野 活躍 法 使

命 役割を十分 認識 を履行 責任感を持 い  

 法律相談 事実関係 調査 尋問 和解交 必要 表現力 得力及びコ

ニ ョン力を身 い  
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ク カ キ 教育課程編成 実施 方針  

 

成蹊大学法科大学院 プロ 掲 知識 能力 資質を身

必要 科目を体系的 配置 法律基本科目 実務基礎科目 基礎法学 隣接科

目及び展開 先端科目 群 教育課程を編成 実施  

各科目群 教育目的及び身 く知識 能力 資質 

 法律基本科目 

公法 憲法 行 法 民事法 民法 民事訴訟法 商法 刑事法 刑法 刑事訴

訟法 基本 分野７科目 い 段階的 系統的 学修 を通 各分野

確 法理論 実務へ 応用力を身 を目的 科目群  

科目群 基本科目 学修 ほ 基本科目 授業を補い 応用力 向

知識 定着を図 基本演習 基本科目 授業 触 各論 う

い 法律基本科目 知識 幅を広 基本特殊講義 を配置

い 次 法律基本科目 学修 法理論 次 実務基礎科

目 学修 実務力を総合力 高 次 公法 民法 刑法 総合科目を配

置 科目 学修を通 多様 分野 法的知識 修得や法的思考力 法的

分析 推論能力 を身 総合的 問題解決能力を養い  

    実務基礎科目 

     法律基本科目 学修 法理論を実務 活 智慧 へ昇華さ 演習形式

や実習形式を中心 展開さ 授業科目や実践 実習科目を配置 法的分析

推論能力 事実調査 事実認定能力 創 力 批判的検討能力 を育成

法 倫理観を備え 専門的技能を身 を目的 科目群  

     科目群 説理論 実務 架 橋読 要 科目 実務家教員 実

践的 授業を通 理論を体験的 理解 知識 定着を図 民事実務基礎 刑

事実務基礎 実務を遂行 法 必要 資質 高い倫理観を養成 法 倫理

を 必修科目 配置 い ロ ン や ニッ を通

実践力を身 実務法 必要 コ ニ ョン力や表現

力 得力を身  

    基礎法学 隣接科目 

     法社会学 法制史 カ法 社会 法 わ 法制度 成

立ち 外国 法律を学修 を通 法を深く理解 基礎法学 法

治 企業会計 法律学修 視野を学際的 広 隣接科目 学修を通 多元的

複眼的 法的思考力や国際感覚を身 を目的 科目群  

    展開 先端科目 

     法律基本科目 応用 展開科目 社会的ニ 高い法律を学 先端科目 学修

を通 高度 専門性や多様 分野 活躍 基礎力を身 を

目的 科目群  

     特 本法科大学院 特色 一 あ 外 企業法務 精通 高度専門職業
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人を養成 ビ ネ ロ 関連 科目を多く配置 い  

 授業方法 工夫 改善 

    講義科目 ソ ソッド 教授法を駆使 双方向 多方向型 授

業を 入 着実 応用力を高 知識 定着を図 教育内容

授業方法を工夫 学生 主体的学修 基 く問題解決能力を育成  

    授業改善 組織的 組 自己点検 評価活動を絶え 実施

学修成果 向 を図 修了生 質を確保  

 

 

グ ド ッ ョン 入学者 入 方針  

 

法科大学院 法務研究科 将来 法 人材 養成を主 目的 い  

本学 健全 倫理観 高い目的意識を有 主体的 学 意欲 あ 自己 意見を明確

表現 能力 他者 相違を 入 柔軟性 バ ン 人材を求 い

 

入学者選抜 具体的 方針  

 法科大学院制度 教育理念 則 入学者選抜 公 性 開 性 多様性を確保

合格者 少 く 約3割を大学法学部卒業 外 者及び社会人 占 う 選考

 

 入学試験 い 法学既修者 法学未修者 大学 学業成績 大学卒業

者 同見込者 経歴 志望理由 他任意提出 類等を審査 評価

適性試験 成績 基礎的 学力を測 面接試験 コ ニ

ョン能力 び資質等を評価  

 加え 法学未修者 い 小論文試験 文章力 資料等 解力 び論

理的思考 表現力を 法学既修者 い 法律科目試験 法的基礎学力を測 総

合的 評価  

 

 

 


